〇〇自主防災会組織図
	（編成例１）…行政区等を単位とした一般的組織の場合

　　　　　情報班（情報の収集、伝達）

　　　　　消火班（消火器等による消火）

会長　　　救出救護班（負傷者の救出救護）

　　　　　避難誘導班（住民の避難誘導等）
　　　　　給食・給水班（給食・給水活動）

（編成例２）…大きな組織の場合

	
	
	情報班（情報の収集、伝達）

	
	
	

	
	
	消火班（動力ポンプ等による消火）

	
	
	
	本　　　部
	
	
	

	
	
	
	
	
	救出救護班（救助資材の手配、医師との連絡等）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	給食・給水班（給食・給水活動等）

	会長
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	情報班

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	消火班

	
	
	
	○○地区
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	救出救護班（編成例１に同じ）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	給食・給水班

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	情報班

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	消火班

	
	
	
	○○地区
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	救出救護班（編成例１に同じ）

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	給食・給水班

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	○○地区
	

	
	
	
	
	
	

	
	


⑴　この例では、町内会程度の規模を想定して（編成１）として示し、さらに大規模な

　ものを想定して（編成２）として示しましたが、各地域の実情に応じ編成することが

　望ましい。

⑵　各班の人員は、各地域の実情に応じて適宜定めることが望ましい。

⑶　他の地域への通勤者等が多数いるためなどの理由により昼間と夜間とでは在宅者数

　が異なる場合は、別々に編成する必要があります。
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